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１. 事業の概要 

 

事 業 名 令和３年度国立大学図書館協会東海北陸地区協会助成事業 研修会 

タ イ ト ル 「多様性」時代の大学図書館 ～知ることから始めよう～ 

主 催 国立大学図書館協会東海北陸地区協会 / 北陸地区国立大学連合図書館系専門委員会 
 （担当館：北陸先端科学技術大学院大学附属図書館） 

 

開催日時 令和 4 年 2 月 22 日（火）13：30～16：30 

開催形式 オンライン開催（Webex） 

参加者数 37 名（東海北陸地区以外を含む２２機関より） 

 

プログラム 13:30 開会挨拶 

   (北陸先端科学技術大学院大学附属図書館長 水谷 五郎) 

13：35 講演 1 「多様性の尊重とわたしたちにできること：LGBTQ＋と無意識の

偏見」 

  （北陸先端科学技術大学院大学グローバルコミュニケーションセンター 講師 元山 琴菜 氏） 

 14：20 休憩（5 分） 

 14：25 講演 2 「図書館利用に障害のある人々のニーズと大学図書館サービス」 

   （専修大学文学部 教授 野口 武悟 氏） 

 15：10 休憩（5 分） 

 15：15 講演 3 「大学図書館の留学生サービス」 

  (長崎純心大学早坂記念図書館長／人文学部 教授 浜口 美由紀 氏) 

 16：00 休憩（5 分） 

 16:05 質疑応答 

 16：30 閉会 
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２. 講演１ 「多様性の尊重とわたしたちにできること：LGBTQ＋と無意識の偏見」 

 

2-1. 講演の概要 

本講演では，LGBTQ+とはなにか，LGBTQ+の現状，偏見や差別の生まれるしくみなどを基本的な

部分から解説いただきました。職員個々人の意識をどのように変えていくかや，大学図書館でこれか

ら実践できることについてのご提案もいただきました。また，LGBTQ+に関して学生の参考になる図

書やサイトのリストもご提供いただきました。 

 

2-2. アンケート結果概要 

Q1. 多様性に関する知識を得ることができましたか？ 

回 答 回答数 

できた 13  

ある程度できた 11  

どちらともいえない 1  

計 25  

 

Q2. 今後の業務に役に⽴つと思いましたか？ 

回 答 回答数 

役に立つ 14  

ある程度役に立つ 10  

どちらともいえない 1  

計 25  

 

Q3. 意見・感想など 

 LGBTQ+に対し興味がわいた 

 今まで何となくしかわかっていなかったことが整理して理解できた 

 図書系の研修では初めてのテーマで勉強になった 

 最新の知見を得ることができてよかった 

 大学図書館にできることをご教示いただき参考になった 

 

 

３. 講演 2 「図書館利用に障害のある人々のニーズと大学図書館サービス」 

 

３-1. 講演の概要 

本講演では，図書館利用に障害のある学生は，身体的な視覚障害者だけではなく，識字障害といった

外からはわかりづらい障害を持つ場合があること，そうした学生に対し，法整備や国際的な条約の締

結が進み，図書館で行えるサービスが広がっていることをお話しいただきました。また，学生への支援
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は図書館単独ですべてを担う必要はなく，大学内の障害学生支援部署との連携や情報共有が大切で

あること，そして，環境整備の一番は職員の意識と理解の向上であることをご教示いただきました。 

 

３-2. アンケート結果概要 

Q1. 多様性に関する知識を得ることができましたか？ 

回 答 回答数 

できた 13  

ある程度できた 11  

どちらともいえない 1  

計 25  

 

Q2. 今後の業務に役に⽴つと思いましたか？ 

回 答 回答数 

役に立つ 15  

ある程度役に立つ 9  

どちらともいえない 1  

計 25  

 

Q3. 意見・感想など 

 自分の知識をブラッシュアップすることができた 

 環境整備の一番は職員であるということはすべての図書館サービスに通ずると感じた 

 他部署との連携が不可欠とのことで管理職にも心にとめておいてほしい内容だった 

 潜在的ニーズの把握が課題と感じた 

 電子書籍化促進のながれとつなげられるのではないか 

 今からでもできることがあるとわかり，考え方も深められた 

 

 

４. 講演 3 「大学図書館の留学生サービス」 

 

４-1. 講演の概要 

外国人留学生が初めて日本の大学図書館に来た時の疑似体験から始まり，日本と海外では大学図書

館のシステムや好ましい利用者への接し方が異なることをお話しいただきました。事前に参加者にご

協力いただいた留学生サービスに関するアンケートの結果報告から，参考となる事例を挙げ，情報を

共有いただきました。また，便利な翻訳アプリや，留学生への対応に参考となる情報が掲載されたサイ

トもご紹介いただきました。 
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４-2. アンケート結果概要 

Q1. 多様性に関する知識を得ることができましたか？ 

回 答 回答数 

できた 14  

ある程度できた 9  

どちらともいえない 2  

計 25  

 

Q2. 今後の業務に役に⽴つと思いましたか？ 

回 答 回答数 

役に立つ 13  

ある程度役に立つ 10  

どちらともいえない 2  

計 25  

 

Q3. 意見・感想など 

 具体的に利用できる様々なツールや資料の紹介が参考になった 

 機会があれば留学生に声掛けをしたい 

 現在行っている留学生へのサービスに問題意識を感じていたところだったのでとても勉強になった 

 留学生の視点等が参考になった 

 

 

５. まとめ 

 

５-1. 研修会全体に対する意見・感想など（アンケート結果より） 

 「多様性」の視点をもったサービスについてヒントを得られた 

 どの先生の講義もゆっくりめでききやすく，言葉も選んでくださっていてわかりやすかった 

 経験に基づいた実例もあり全体的によく分かる講演だった 

 これまでにない切り口の研修会で，すべての大学図書館員が知っておくべき内容ではないかと思う 

 今後の図書館サービスだけでなく個人的な考えも含めてアップデートできた 

 今後も事例共有等を定期的に行えるといいと思った 

 最後に全体をまとめる形をとればさらに良かった 

 自分一人では情報収集も大変なので，この機会にいろいろなことを教えていただきありがたかった 

 受講者・講演者ともオンライン形式だと参加しやすいと思われるので，今後も同形式での開催が検討されても

よいのではないか 
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５-2. 担当館感想 

まず，貴重なご講演をいただいた元山琴菜先生・野口武悟先生・浜口美由紀先生へ心よりお礼申し

上げます。これまでの図書館系研修会ではあまり取り上げられていないテーマであったためか，アンケ

ートでも，興味深く参考になったという意見を多数いただけました。また，本研修会は職員の多様性へ

の理解の入口であり，今後のサービス向上へ向けては，多様性へのさらなる理解と実践が必要である

と感じました。 

オンライン開催により，東海北陸地区にとどまらず全国の国立大学図書館から参加してもらうこと

ができ，知識獲得の機会を広く活かせた点は大変良かったと思います。アンケートにも同様のご意見

がありましたが，今回のような聴講型の研修においては，参加の容易さや経費を抑えることができる

点などから，オンライン形式が適しているのではないかと感じました。 
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令和３年度国立大学図書館協会東海北陸地区助成事業研修会      2022年 2月 22日 

 

   図書館利用に障害のある人々のニーズと大学図書館サービス 

 

専修大学文学部教授 

野口 武悟 

 

1.「図書館利用の障害」の考え方 

・「障害」をどう捉えるか 

「障害」の個人モデル  ←→  「障害」の社会モデル 

 ＜個々人の状態に注目＞     ＜社会環境との関係性に注目＞ 

 ex）福祉サービス         ex）バリアフリー 

    医療・リハビリ          ユニバーサルデザイン 

・図書館（なかでも公共図書館）では「障害」の社会モデルを採用 

→「障害」は利用者個人の側にあるのではなく、図書館の側にある 

・図書館の「障害者サービス」＝ 図書館利用に障害のある人へのサービス 

 →誰もが利用できる図書館とするための実践 

 

2.大学図書館における現状 

・文部科学省「大学図書館における読書バリアフリーに関するアンケート調査」（2018年 5

月実施） 

→未公表（2022年 2月現在、公表の予定なし） 

・日本学生支援機構「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」（毎年度実施）は、図

書館に関連した項目があるものの、ごくわずか 

ex）2020年度の結果（4年制大学）から 

‣テキストデータ化：110校／801校（13.7％） 

‣拡大読書機設置：96校／801校（12.0％） 

 

3.進む法整備 

・「本の飢餓」の解決に向けて、国際的に「借りる権利」と「買う自由」の確立に向けた法

整備が進む 

・「障害者の権利に関する条約」（2006年採択、2014年批准） 
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・「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別解消法）（2013年 6月成

立、2016年 4月施行） 

→合理的配慮：義務 

→環境整備（事前的改善措置）：努力義務 

・「盲人、視覚障害者その他の印刷物の判読に障害のある者が発行された著作物を利用する

機会を促進するためのマラケシュ条約」 （2019年 1月発効） 

 →締結国（84か国）が各国の著作権法の権利制限（日本の場合は第 37条第 1項～第 3項）

によって複製されたアクセシブルな方式の資料を AE（Authorized Entity）を通して国

際的に交換（輸出入）することが可能に 

 →AEの窓口を、当面は、国立国会図書館と全国視覚障害者情報施設協会が担当 

・改正「著作権法」（2019年 1月施行） 

 →第 37条第 3項により、公共図書館、学校図書館、大学図書館、施行令に定める法人な

どでは、視覚障害者等のために、原資料の著作権者に無許諾で音声化等のアクセシブルな

方式への複製と公衆送信を行える（今回の改正では自動公衆送信から公衆送信に変更） 

 →「図書館の障害者サービスにおける著作権法第 37条第 3項に基づく著作物の複製等に

関するガイドライン」（2010年 2月作成）も 2019年 11月に一部改定 

・「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（いわゆる読書バリアフリー法）

（2019年 6月公布・施行） 

→目的：「視覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推進し、障害の有無にか

かわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受することができ

る社会の実現に寄与すること」 

→大学図書館も対象として明示 

→法のポイント 

 ‣対象者は視覚障害者等（視覚による表現の認識が困難な者）。視覚障害者だけに限定さ

れていない 

‣買うから借りるまで。すべての図書館、出版界を想定した施策 

‣国と地方公共団体に計画策定を求める。国には義務 

‣アクセシブルな電子書籍への注目 

‣「連携」の重視 

・国の「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画」（読書バリアフリー

基本計画）（2020年 7月策定・公表） 

→「全国の大学及び高等専門学校の附属図書館が保有するアクセシブルな書籍等の所在

情報を共有するためのリポジトリを国立情報学研究所において整備し、視覚障害者等に

よる円滑な利用を促進する。また、同リポジトリと国立国会図書館のデータベースとの連

携について検討を進める。更に、同リポジトリやデータベース等で公開される学術論文等

について、視覚障害者等のアクセシビリティの向上に努める。」 
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4.大学図書館における障害者サービスを進める 

・高まるニーズと進む法整備を「障害者サービス」に取り組むチャンスとして生かすことが

大切 

・主な環境整備の例 

 →研修を通しての職員の意識と理解の深化と共有 

→既存の施設・設備・サイン等の改善（バリアフリー化）の推進 

→新たな施設・設備の整備 

 ex） UAR（Universal Access Room）の設置（立命館大学） 

→さまざまな読書補助具や情報支援機器の導入 

‣リーディングトラッカー 

‣リーディングルーペ 

‣拡大鏡 

‣筆談ボード 

‣拡大読書機 

‣音声読書機 

‣スクリーンリーダー入りコンピュータ端末  など 

 →アクセシブルな資料・情報資源の収集、提供 

  ‣アクセシブルな電子書籍  

 ‣電子データ（出版社提供）  など 

・主なサービス・合理的配慮の例 

 →媒体変換（複製）サービス 

‣主流は電子データ化であるが、点字データ化、音声データ化なども 

‣「著作権法」第 37条により無許諾による複製と公衆送信が可能 

‣データの館内所蔵、データの該当学生への譲渡、他館との共有も可能 

‣共有の仕組として「視覚障害者等用データの収集及び送信サービス」（国立国会図書館） 

 

                              （出典：国立国会図書館ウェブサイト） 
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 →リーディングサービス（対面朗読） 

 →職員による個別のさまざまな支援 

・広報・PRも重要 

 →大学図書館がアクセシビリティを高めるために、どんな環境を用意し、サービスを提供

しているかを知らない学生、教職員のほうが多い 

・参考資料として 

→日本図書館協会によるガイドライン等 

‣「図書館における障害を理由とする差別の解消の推進に関するガイドライン」（2016年

3月） 

‣「JLA 障害者差別解消法ガイドラインを活用した図書館サービスのチェックリスト」

（2016年 11月） 

→大学図書館の取り組み事例の報告 

‣『大学図書館研究』108巻（2018年）「小特集：図書館の障害者サービス」など 

→公立図書館など他館種の取り組み事例の報告 

 

5.おわりに 

・障害学生支援の一翼を担う大学図書館へ 

・まずは、できることから 1つずつ 

→「図書館利用に障害のある人」の利用しやすい図書館は、誰にとっても利用しやすい図

書館 

 

 

【参考文献】 

・日本図書館協会障害者サービス委員会編『図書館利用に障害のある人々へのサービス［上

巻］：利用者・資料・サービス編 補訂版（JLA図書館実践シリーズ 37）』日本図書館協会，

2021年，304p． 

・日本図書館協会障害者サービス委員会編『図書館利用に障害のある人々へのサービス［下

巻］：先進事例・制度・法規編 補訂版（JLA 図書館実践シリーズ 38）』日本図書館協会，

2021年，320p． 

・野口武悟，植村八潮編著『改訂 図書館のアクセシビリティ：「合理的配慮」の提供へ向

けて』樹村房，2021年，223p. 

 

 

 

 





1986 IFLA

















Q1. ( )

















12 Q A



Q A












	レポート01(本文)
	レポート02(講演1別紙)
	レポート03(講演2資料)
	レポート04(講演3資料)



